
ご協力いただける事業者の皆さまへ 
 

 ご協力いただける事業者の皆さまには、本会のホームページにおきまして、次のとおり

ご紹介をさせていただきたいと思いますので、本用紙下表に必要事項をご記入いただき、

お手数ですがファックス若しくは電子メールにて送信くださるよう、お願いいたします。 
 

 

○ホームページへの掲載内容 

別添「ホームページ」のとおり本会ホームページＴＯＰ画面にて、ご紹介させていただきた

いと考えております。 

◇ 多くの事業者様からご協力をいただいた際には、数秒ごとにロール表示されます。 

◇ 事業者様名をクリックした際には、事業者様のホームページにリンクいたします。 

 

※ なお、画面等の都合により、○○○株式会社等の表示は、○○○（株）等に省略させていただ

きますので、予めご了承ください。） 

 

 

<会員協力連絡票> 

事業者・団体名 
 

 

協 力 口 数        口（納入方法 ： 振込み ・ 持参  ） 

領 収 書 

送 付 先 

 

 

 

住   所  

所   属  

ご担当者名  

連 絡 先 
ＴＥＬ     （    ） 

ＦＡＸ     （    ） 

ホームページ

掲   載 

掲載可否 可  ・  否 

掲 載 名 

 

 

 

Ｕ Ｒ Ｌ  

 

送信先：市原市社会福祉協議会 総務管理グループ 伊達、辻 行 

 ＦＡＸ ０４３６（２２）３０３１ 

 E-mail info@ichihara-shakyo.or.jp 

 

 

 

mailto:info@ichihara-shakyo.or.jp


会 費 の 納 入 方 法 
 

 

１．社協管理運営施設（以下の窓口）でのお手続き 

 
○ 市原市社会福祉協議会 事務局 

  住所：市原市南国分寺台 4-1-4 

  TEL：0436-24-0011 Fax：0436-22-3031 

 

 ○ 姉崎保健福祉センター（アネッサ） 

  住所：市原市椎津 1131 

  TEL：0436-62-8601 Fax：0436-62-8606 

 

 ○ 三和保健福祉センター（サンハート） 

  住所：市原市海士有木 225-4 

  TEL：0436-37-7100 Fax：0436-37-7510 

 

 ○ 南部保健福祉センター（なのはな館） 

  住所：市原市牛久 377-1 

  TEL：0436-92-1481 Fax：0436-92-1482 

 

２．郵便局（ゆうちょ銀行）へお振込み 

 

 

 

 
※口座への振込手数料は自己負担でお願いいたします。 

 

ただし、本会指定の払込取扱票をご利用いただいた場合、手数料は本会の負担とな

ります。ご希望の方は郵送させていただきますので下記までご連絡ください。 

 

 

【問合せ先】 

市原市社会福祉協議会 事務局 

市原市南国分寺台４－１－４ 

TEL：24-0011 FAX：22-3031 

 

 

 

口座記号番号 ：00220-3-70052 

加入者名 ：社会福祉法人 市原市社会福祉協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 寄付金控除額＝次のいずれかの少ない方の金額－２千円 〉 

① その年に支出した特定寄附金の額の合計額 

② その年の総所得金額等の 40%相当額 

※「総所得金額等」とは、純損失、雑損失、その他各種損失の繰越控除後

の総所得金額、特別控除前の分離課税の長(短)期譲渡所得の金額、株式等

に係る譲渡所得等の金額、上場株式等に係る配当所得の金額、先物取引

に係る雑所得等の金額、山林所得金額及び退職所得金額の合計額をいい

ます。  

① 資本基準額 
期末資本金等の額×その事業年度の月数／12×2.5／

1,000 

② 所得基準額 
(その事業年度の所得金額(別表４仮計の金額)＋支出寄

附金総額)×2.5／100 

(①＋②)×1/2 

 

社会福祉協議会とは・・・ 

 

社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき、

全国・都道府県・市町村ごとにそれぞれ組織

され、地域福祉の推進役として位置づけられ

た、住民を主体とした民間団体です。 

 市内の各地区（１１地区）では、それぞれ

特色を生かした活動を展開していきます。住

民みんなが参加・協力し、「支え合い・助け合

い」の仕組みをつくり、地域ぐるみの福祉ネ

ットワークを形成し、誰もが安心して暮らせ

る「ふれ合いと支え合いのあるまち」づくり

をめざしています。 

 

１ 個人の場合（所属税の寄付金控除額の算出方法） 

２ 法人の場合（損金算入限度額の計算） 

○所得税及び法人税の控除が受けられます。 

 
 

 

 

社会福祉法人 

市原市社会福祉協議会 
〒290-0075 市原市南国分寺台 4-1-4 

電話 0436-24-0011（代表） 

   0436-20-3100（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ） 

   0436-20-8585（ ） 

   0436-26-0026（後見支援センター） 

FAX 0436-22-3031 

ホームページ http://www.ichihara-shakyo.or.jp 

メール info@ichihara-shakyo.or.jp 

市原社協 

マスコット 

キャラクター 

よつば 
 ちゃん 

皆様からいただいている会費が 

地域福祉活動に！ 

 
 

 
 

 会費が集まる 

 
配分される 

皆さまからご協力いただいた会費は、 

市原市社会福祉協議会で取りまとめを行います。 

市原社協 

主に市社協の事業費として配分されます。 

子育て 
 

災害ボランティア 

助け合い 

登下校の 
見守り 見守り訪問 

 地域福祉活動へ 

市原社協の事業については中面をご覧ください 

地域食堂 
福祉教育 

市原社協    

法人会員 

加入のお願い 

ひ
と
り
を
尊
重
し
、 

共
に
支
え
合
い
、 

み
ん
な
で
創
る
私
た
ち
の
ま
ち 

 



 

 

 

 

 

令 和 ２ 年 度 実 績 

相談８５件 

団体登録１８０団体 

個人登録１４５人 

災害ボランティア登録５３人 

災害 VC 

市津サテライト 
災害ボランティア活動 

令和３年度予算

6,835,000 円 

 

令 和 ２ 年 度 実 績 

後見相談３２９人 

令 和 ２ 年 度 実 績 

利用者８３０人 

令 和 ２ 年 度 実 績 

相談件数８４件  

延利用回数４６８件 

 

令和３年度予算

8,975,000 円 

 

いちはらファミリー 

サポートセンター 

令 和 ２ 年 度 実 績 

初回相談１,１６４件  

貸付１７５件 
 

令和３年度予算

1,246,000 円 

 令和３年度予算

3,000,000 円 

 

令 和 ２ 年 度 実 績 

３５４,７００部発行 

 

 

家事サポ ファミサポ 

広報 

ボランティアに関する相談や活動の支援、ボランティア保険の加入手続き、

災害時における災害ボランティアセンターの設置運営等を行います。 

 

―福祉サービス利用援助事業― 

日常生活を送るうえで、十分な判断ができない、体の自由がきかない等の不安を

お持な方に福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理をお手伝いし、地域で安

心して生活できるように支援をします。 

―成年後見制度支援事業― 

♦成年後見制度相談事業 
職員が後見制度のついての相談や申立て書類作成など相談に応じます。 

法律的な相談が必要な場合は、弁護士（月 1 回）がご相談に応じます。 

♦法人後見受任事業 
社協が法人後見人とし受任をし、法律的にご本人の権利、財産を守ります。 

 

 

生活上の相談に対し、より身近な範囲で気軽に相談できる場や機会を提供し、適

切な助言・指導・コーディネートにより活用できるサービスへ結びつけ、問題解

決の手助けをする「総合相談・生活支援センター事業」や、緊急に生活費及び医

療費を必要とする方に対し貸付する「福祉資金貸付事業」、低所得の方が、不測

の事態により緊急に援護が必要になった場合に、応急生活費や医療費の一部を交

付する応急法外援護費に充てています。 

 

総合相談生活支援事業 
 

子育て支援事業 
 

 

成年後見支援センター運営事業 

福祉に関する情報提供や地域での様々な活動を広報紙やホームページ、ＳＮＳで

発信しています。 

 

安心して仕事と育児を両立できるよう、学校・保育施設

開始前後の預りや送迎を行う「ファミリー・サポート・

センター事業」や、出産前後の不安定な時期に家事のお

手伝いや育児支援行う「出産前後等家事サポート事業」

等、子育てのサポートを行います。 

 

―福祉教育― 
児童・生徒に対する福祉

教育、地域の福祉力を高

めるための福祉教育、生

涯学習としての福祉教育

を推進します。 

ふれあいサロン事業 生活支援サービス 

地域福祉活動 
 

子ども見守り活動 

地域食堂 

安心生活見守り 

支援事業 

福祉教育出前講座 

 

市内の各地区において、１１の

地区社協、４４（46 小学校区）

の小域福祉ネットワークが、 

それぞれ地域特性を活かした 

事業を展開しています。  

みんなで 

食べると 

おいしいね。 

ちょっとした 

困りごとの 

手助けをします。 

定期的に訪問

してくれるの

で安心です。 

世代間交流事業 

世代を問わず、交流の場

として開催しています。 

児童を危険から 

守ります。 

―ふれあいサロン事業― 

子育て中の方や高齢者等に対し

て、地域住民やボランティアの参

画を得て、市内各地区においてふ

れあいの場や仲間づくりの場を

提供しています。 

広報紙（年４回） ホームページ 

https://www.irasutoya.com/2015/03/blog-post_879.html






 

 

チャンネル開設しました！ 

市原市社会福祉協議会 

 

 

いちはら社協 

 

社協の取り組みについて 

       様々な情報を配信中！ 

 

チャンネル登録 

    お願いします！ 

YouTube 

 

YouTube で検索 

 
「会費の使いみち」 

「いちはら社協ＰＲ動画」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業報告書概要 

令和２年度 

社会福祉法人市原市社会福祉協議会 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に伴う活動の自粛

により、地域における活動も中止及び延期せざるを得ない状況が続きました。

これらが要因となり、計画していた事業等が実施できなかったことから本報告

書による実績数は総体的に減っておりますが、そのような状況下においても

様々な活動を地区社協に加え、関係団体と協働で進めてきました。 

また、当該ウィルスの影響により社会・経済活動が制限される中、昨年 3 月

より困窮者対策として特例の貸付制度が設けられました。本会はその相談窓口

を担い、受付期間が 2 度延長され、現在も多くの市民からの相談対応を行って

います。当該ウイルスの感染拡大が長期化する中、本市の市民の命、生活を守

るセーフティーネットとして、困窮者支援に尽力しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議体 実施回数 

正副会長会 １１回（4月度はコロナ禍のため中止） 

理事会 ３回（第 1回はコロナ禍のため書面評決） 

評議員会 ２回（コロナ禍のため書面評決） 

常任委員会 ２回（第 6次地域福祉活動計画について） 

評議員選任・解任委員会 １回 

地域福祉活動計画推進本部会議 ８回 

町会回覧    79,000部 年２回   

新聞折込    98,350部 年２回   

広報媒体 閲覧回数（３月 31日現在） 

フェイスブック 1,260件    

ツイッター 99,642件    

合 計 100,902件    

■組織運営事業 

トップマネジメント、トップセールスの強化 

〇各会議体の開催 

理事会においてZoomの使い方をテーマに役員研修会を実施したことにより、Web

による開催及び参加が可能となり、コロナ禍においても理事会で議論し、法人の意

思決定をすることができました。また、常任委員会については、第 6 次地域福祉活

動計画策定に向け、前期計画の評価、振り返りなど、それぞれの立場の意見を踏ま

え、次期計画の方針及び方向性について意見交換することができました。 

 

社協の見える化・見せる化の推進 

■広報事業 
１．機関紙「いちはら社協だより」の発行 

２．ホームページの運営 

３．ＳＮＳ（フェイスブック・ツイッター）の運営 

●社協だより  最新の情報を掲載し、市民に対する情報提供の迅速化を図りました。 

 URL：http//www.ichihara-shakyo.or.jp 

〇広報事業 

事業の様子や活動風景を掲載した事業報告概要及び配布しやすい大きさのパンフレットを

作成し、配布を行いました。また、広報委員会を月に 1回定期開催し、新たな広報素材

や情報発信のため、動画コンテンツの導入に向け、企画、提案を行いました。 

１．各会議体の開催 

［事業報告書 P１] 

［事業報告書 P３] 

●ツイッター 

●ホームページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類及び銘柄 帳簿価額 時価評価額 評価損益 

千葉県第１０回公募債 100,000,000 116,779,000 16,779,000 

政府保証債第２８４回日本高速道

路保有債務返済機構債権 
100,000,000 97,227,000 △2,773,000 

合  計 200,000,000 214,006,000 14,006,000 

社会福祉基金総額 252,370,057円 

維持管理費合計 9３5,８６７円（８地区） 

160,000×11地区＝1,760,000円 １地区年額 160,000円 

地区名 車両リース代 備  考 

辰巳台 1６2,504円 コーディネーター支援及び買い物代行として 

１．普通預金  2,370,057円 

■ 社会福祉基金運用事業 

２．定期預金及び債権   

（１）定期預金 50,000,000 円（定期預金及び債権については、預入金額の変動はありません） 

※債権は満期保有としているため、満期時には帳簿（額面）価額償還となります 

（２）債権 

財政基盤の充実・強化 

（単位：円） 

■ 基金取崩し財源の活用 
１．地区社協拠点等整備事業 

２．地区社協事務局運営経費 

３．地区社協車両貸与事業 

〇基金取崩し財源の活用 

地域における体制強化等の財源として、社会福祉基金 2,858,371 円を取崩し活用い

ただきました。 

●国分寺台地区社協 ●姉崎地区社協 

［事業報告書 P５] 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 開催日数 延参加者数 

Ｒ２年度 ２０５日    ２，６７０名    

Ｒ１年度 ３７１日    ５，５７１名    

増減 △１６６日    △２，９０１名    

年度 開催日数 延参加者数 

Ｒ２年度 ２６６日    ２，２５８名    

Ｒ１年度 ５２３日    ５，２１１名    

増減 △２５７日    △２，９５３名    

１．小域福祉ネットワークにおける各会議体の実施概要 

■ 小域福祉ネットワーク、地区社協活動支援・運営支援 

●世代間交流事業 

●登下校時の見守り活動 

みんなで支え合い助け合える地域づくり 

〇小域福祉ネットワーク 

 地区担当職員が積極的に参加し、課題解決に向けた助言や先駆的な取り組み事例の情報提

供等を行うことで、活動分野の拡充に向けた支援を行い、地域特性に応じた事業を展開し

ました。各会議体の開催日数は減りましたが、新型感染症予防対策等によるものです。 

２．地区社協における各会議体の実施概要 

●日常生活支援事業 

●総合相談会 

●日常生活支援事業 

〇地区社協 

 新型感染症の影響により、大人数での会議の開催は減りましたが、これまで積み重ねて

きたつながりを絶やさないよう、適宜役員の方と地区担当職員とで話し合い、創意工夫

しながら事業に取り組みました。 

［事業報告書 P６] 

［事業報告書 P８] 

●人材育成事業 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 開催日数 延参加者数 延支援者数 

Ｒ２年度 ２１８日    3,186名   １，２０１名   

Ｒ１年度 ７２９日    16,750名   ５，０５４名   

増減 △511日    △13,564名   △3,853名   

地 区 名 称 開催日数 参加者数 支援者数 

辰巳台 トイトイ食堂 4日    80名   36名   

国分寺台 地域食堂コンパス 5日    28名   32名   

期 日 10月 14日（水） 

場 所 市社協事務局 

参加者 14名 

内 容 （仮称）市原市こども食堂ネットワークの立ち上げについて 

１．各種サロン事業 

■ 地域づくり支援事業 

●いきいきサロン ●子育てサロン ●はつらつサロン 

〇ふれあいサロン 

新型感染症の影響による事業の縮小・中止に伴い減少していますが、感染症対策をしな

がら延べ 3,186名に参加(利用)いただき、コロナ禍で不安を抱えがちな子育て家庭や

障がい者、高齢者の孤立防止及び集い・交流の場として利用いただきました。また、新

たな取組として、辰巳台地区でオンラインでの子育てサロンが展開されました。 

 

２．子どもの居場所 

●子ども（地域）食堂 

〇子どもの居場所 

新型感染症の影響による事業の縮小・中止はありましたが、少子化、核家族化による

子育て環境の変化に伴う新たな福祉コミュニティづくりの拠点として、地域の方の主

導により「子ども（地域）食堂」を実施していただきました。 

［事業報告書 P９] 

［事業報告書 P１０] 

〇 子ども食堂関係団体との意見交換会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 実施数 見守り希望者数 安心訪問員数 延訪問回数 

R２年度 
41ネットワーク 

（43小学校区） 
1,192名 1,327名 20,015回 

Ｒ１年度 
36ネットワーク 

（38小学校区） 
1,189名 1,372名 19,171回 

増 減 5ネットワーク 3名 △45名 844回 

期 日 １2月２１日（月） 【新型感染症の影響により中止】 

場 所 姉崎保健福祉センター（アネッサ）体育室 

参加者 ９０名（予定） 

内 容 

講演 

「安心訪問員の“気づき”や“つなぐ”重要性」 

・地域包括支援センターふるさと、市津ちはら台、 

 トータス、市原市地域包括支援センター（基幹型） 

情報交換（グループワーク） 

テーマ「見守り活動について語り合おう 

     ～コロナ禍における今後の見守り活動～ 

内 容 事業実績 R１年度 増減 

生活困窮世帯見舞金 
2,216,000円 

（１世帯あたり8,000円×277世帯） 
2,１３６,000円 ８０,000円  

地域福祉支援事業 ６91,000円（２０団体） 1,4８４,000円 △793,000円  

合  計 ２,９０７,000円 3,６２０,000円 △713,000円  

３．安心生活見守り支援事業 

〇 安心訪問員交流会 

〇安心生活見守り支援事業 

新たに５校区（五井小学校区、京葉小学校区、菊間小学校区、八幡小学校区、市原小学校

区）加わり、市内 41 校区において、コロナ禍で不安を抱える一人暮らし高齢者の方等への

見守り・声掛け活動を実施しました。 

４．歳末見舞金配布事業・地域福祉支援事業の推進 

●地域福祉支援事業 

〇歳末たすけあい援護 

歳末たすけあい事業の一環として、生活困窮世帯 2７7世帯に対して見舞金を配布しま

した。また、地域福祉支援事業は新型感染症の影響がある中、地区社協及び小域福祉ネ

ットワークの 20団体に申請いただき、高齢者への個別支援（見守り支援）活動を中心

に実施しました。 

 

［事業報告書 P1１] 

［事業報告書 P12] 

※上記内容で開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大を考慮し中止となりました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 生計 
職業 

生業 

教育 

青少年 

障がい

者福祉 

冠婚 

葬祭 

療養 

健康 
生活 その他 合計 

R２年度 1,955件 ３件 １１３件 ７件 ０件 ６件 １９８件 １３５件 2,417件 

R１年度 ４３２件 ３件 229件 14件 ３件 11件 121件 65件 878件 

増減 1,523件 ０件 △116件 △7件 △３件 △５件 ７７件 ７０件 1,539件 

年度 開催地区 開催日数 延相談者数 延支援者数 

R２年度 ８地区 360日 143名 595名 

R１年度 ９地区 560日 232名 1,023名 

増減 1,523件 △200日 △89名 △428名 

区分 高齢者 
知的 

障がい者 

精神 

障がい者 
その他 合計 R1度 増減 

新規相談

件数 
156件 10件 10件 7件 １83件 110件 73件 

新規利用

件数 
 27件  ０件  4件  4件  35件  18件 17件 

契約者数 
計画に基づく 

訪問支援件数 

緊急（臨時） 

訪問支援件数 
相談支援件数 支援合計 R1度 増減 

861件 901件 674件 ２，６６０件 ４，２３５件 2,951件 1,284件 

■ 総合的な相談支援体制の充実 

１．相談・貸付事業 

〇総合相談 

みんなの生活を支えるための体制づくり 

■ 地域生活を支援する事業の充実 

〇新規相談・利用件数 

〇訪問・相談支援件数 

（１） 福祉サービス利用援助事業  

［事業報告書 P13] 

［事業報告書 P15] 

１.市原市成年後見支援センター（準備室）事業 

〇相談・貸付事業 

昨年から続く新型コロナウイルス感染症の影響で収入減少となった世帯から、国の緊

急対策である特例貸付（緊急小口資金、総合支援資金）に係る相談が９割以上を占

め、過去最大の件数となりました。また、地域の相談窓口では、困難ケース等におけ

る専門機関への「つなぎ、橋渡し役」としての役割を担いました。 

〇各地区における相談事業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 

相談

者数 
1件 1件 1件 0件 1件 4件 ３件 ３件 2件 0件 ２件 ２件 20件 

月 ６ １０ 計 

相談者数 1件 2件 3件 

 
電話相談 窓口相談 訪問相談 合計 

相談者数 182名 60名 31名 273名 

期 日 内 容 

6月 25日 ① 市長申立受任調整（1件） 

12月 24日 ① 市長申立ケース検討（1件） 

② 市長申立受任調整（1件） 

③  ケース検討（2件） 

2月 2日 ① 法人後見受任調整（1件） 

② 市長申立ケース検討（1件） 

 
申立件数 受任件数 

高齢者 1件  0件 

計 1件  0件 

① 弁護士による専門相談 

〇会場：社協事務局 毎月１回 13：30～16：30 

相談者１名あたりの相談時間：６０分 

１日の相談枠数：３枠 

② 職員による専門相談 

制度概要や申立書類の書き方等、法律的な助言を

必要としない相談について、職員による一般相談

を実施 

（２）成年後見制度相談事業（市委託事業）  

いちはら後見支援センター準備室を開設し、人員体制の整備を図りました。新型感染症

拡大対策を取りながら事業の運営を進め、福祉サービス利用援助事業の新規契約数は昨

年度の倍の契約数となり、相談支援件数も大幅な増加となりました。成年後見制度一般

相談事業は、問合せが増加し、訪問支援を含め迅速に対応し、制度利用促進を図りまし

た。法人後見受任に関しては、福祉サービス利用援助事業契約者の候補者として申立支

援を令和 3年 2月に行い、次年度受任予定となります。 

〇会場：なのはな館 年２回 13：30～16：30 

③ 調整会議 

（3）法人後見 

制度概要や申立書類の書き方等、法律的な助言を

必要としない相談について、職員による一般相談

を実施 

制度利用の要否やケース検討に

ついて、弁護士と市関係機関で構

成された「調整会議」を実施 

福祉サービス利用援助事業契約者で、調整会議

において後見制度利用が適正と承認された方の

保佐人候補者として申立て支援を行った 

（※令和３年 4月受任予定） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 
延相談 

件数 

利用会員 

登録者数 

協力会員 

登録者数 

両方会員 

登録者数 

活動 

件数 

Ｒ２年度 ４９件 ５５４名 １２３名 ２８名 311件 

Ｒ１年度 １１７件 ５３２名 １２２名 ２８名 558件 

増減 △６８件 ２２名 １名 ０名 △247件 

年度 延相談

件数 

実利用

者数 

延利用

回数 

延利用時間 活動 

件数 

Ｒ２年度 ３５件 ４６名 １５７回 ３１０時間 274件 

Ｒ１年度 ５０件 ６４名 １９４回 ３７２時間 506件 

増減 △１5件 △18名 ３7回 △６２時間 △232件 

■ 子育て・高齢者・障がい者支援活動の充実 

１．いちはらファミリー・サポート・センター事業  

●ファミリー・サポート・センター 

 支援の様子 

●出産前後家事等サポート事業 

 コーディネートの様子 

〇子育て支援事業 

育児不安を抱える母親に相談援助を通じて適切な機関への繋ぎ・橋渡しの役割を担う

ことができました。新型感染症の影響が大きく、相談件数は減少傾向となっています

が、感染対策を徹底し、支援が必要な方々に支援を行いました。 

・地域に不足するサービスの創出に向けた地域アセスメント（資源、課題・ニーズ調査） 

・地域で必要なサービスの創出（住民相互の生活支援サービス、人と資源のマッチング） 

・サービスの担い手の育成（元気な高齢者の活動の場づくり、活動支援者の意識調査） 

・サービス提供主体、地域活動団体・専門機関の連携体制構築（ネットワークづくり） 

・その他（関係者フォローアップ会議、住民・活動実践者との情報交換会等の開催） 

 

〇生活支援体制整備事業 

複数の圏域で生活支援サービスの構築に向けたニーズ調査、担い手確保に向けた活動意

識調査、情報交換会、買い物ツアーなどの試行実施を行った。また、専門アドバイザー

による協議体関係者・生活支援コーディネーター向けのフォローアップ(講義、活動報

告会)を通じ、更なる意識の醸成に努めました。 

２．出産前後家事等サポート事業 

３．生活支援体制整備事業 

［事業報告書 P17] 

［事業報告書 P18] 

［事業報告書 P19] 

●住民・活動実践者情報交換会 ●シルバー・ささえあい便利帳 ●買い物ツアー試行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 Ｒ2年度延べ利用数 R１年度延利用者数 増 減 

要介護 １，267名   １，091名   176名     

介護予防 228名   ２73名   △45名     

合 計 1,495名   １，364名   131名     

区 分 相談件数 貸付件数(決定) 貸付金額 備考 

生活福祉資金貸付事業 ２１２件  ２０２件  
 

県社協事業 

新型コロナウイルス特例

貸付事業 
３，２８１件 ２，231件 ６４０，５９５，０００円 県社協事業 

療養資金貸付事業 ４件  ３件    ４３０，０００円 市受託事業 

福祉資金貸付事業 １２件  ９件  １３５，０００円 市社協事業 

年度 相談件数 交付金額 

Ｒ２年度 １７８件      ４８０，７４０円      

Ｒ１年度 １５４件      ３６２，６８０円      

増 減 ２４件      １１８，０６０円      

■ 生活困窮者支援活動の充実 

〇居宅介護支援事業 

 新型感染症の影響による緊急事態宣言による訪問の自粛が余儀なくされる中でも、感染症対

策をしながら、必要な支援を不足なく行うことができました。結果として地域・包括支援セ

ンターや医療関係団体との信頼関係が構築され、利用者件数を伸ばすことができました。 

〇生活困窮者支援活動 

公的な福祉制度等で対応することができない方に対し、応急的な生活費として少額の

資金を交付する応急法外援護では、新型感染症の影響により、相談件数、交付金額と

もに増加しました。また、生活困窮者支援機関等と連携した家計の改善に向けた支援

を行いました。 

 

４．居宅介護支援事業 ［事業報告書 P20] 

［事業報告書 P2２] １．各種貸付 

［事業報告書 P2３] ２．応急法外援護 

67,847,900円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 期日 議   題 

第１回 7月 30日 
・令和 2年度歳末たすけあい運動協力事業の取り扱い（案）について 

・歳末たすけあい運動の見直しについて 

第２回 9月 28日 

・市原市地域共生社会推進プラン骨子について 

・第 6次市原市地域福祉活動計画（骨子案）について 

・歳末たすけあい運動の見直し（案）について 

第３回 １月２４日 

意見交換会 

・地区社協における地域福祉基金の設置状況について 

・地区社協事務局運営経費の取扱い状況について 

・災害時における地区社協の役割について 

説明会 
3月 22日、 

24日、 25日 

・第６次地域福祉活動策定進捗状況について 

・地区社協における災害時の対応について（案） 

項目 期日 議   題 

第１回 9月 29日 
・活動発表「災害ボランティアセンターの取り組みについて」 

・実践発表「災害に備えて～地域で今からできること～」 

説明会 
3月 22日、 

24日、 25日 
第６次地域福祉活動策定進捗状況について 

みんなの顔がつながる仕組みづくり 

１．地区行動計画推進委員会の開催 

■ 地区行動計画の推進 

■ 福祉圏域間の連携・協働体制の強化 

2．小域福祉ネットワーク連絡会議 

１．地区社協連絡会の運営 

［事業報告書 P24] 

［事業報告書 P25] 

［事業報告書 P25] 

〇地区行動計画の推進 

新型感染症の影響により、十分な会議を開催することができませんでしたが、「地区行

動計画推進委員会」が中心となり、関係機関と連携しながら、行動計画の推進に向け

た話し合いを行いました。 

地区社協連絡会や小域福祉ネットワーク連絡会議を開催し、地域からの意見集約の場、市

との意見交換の場、また、今後の方向性の共有の場となったことで、事業展開に関しての

共通理解・共通認識に繋がりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談内容 Ｒ2年度 Ｒ１年度 増減 

活動希望、活動中の問題に関すること 26件    ４３件    △17件    

派遣依頼に関すること 24件    １０８件    △84件    

その他 35件    ９６件    △61件    

合 計 85件    ２４７件    △162件    

区  分 実施回数 参加者 

災害ボランティア養成講座 １回 ５９名 

送迎ボランティア養成講座 １回 ７名 

出前講座 ２回 １団体 

市原市災害ボランティア活動連絡調整会議 ３回 10団体 

区 分 Ｒ2年度 Ｒ１年度 増減 

ボランティアグループ 
１80団体 

（４，397名） 

１９５団体 

（４，７１９名） 

△15団体 

（△322名） 

個人ボランティア １45名 １６０名 △15名 

災害ボランティア 53名 ―   53名 

１．ボランティア活動に関する相談・コーディネート 

■ ボランティアセンター事業 

みんなで取り組むための基盤づくり 

〇ボランティアセンター事業 

 今年度初めて実施した、「災害ボランティア養成講座」では、被災者の生活復旧支援活動

をスムーズに行うため災害ボランティアの養成を図り 53名に登録いただきました。 

各種講座や交流会等の開催を予定したものの、新型感染症の影響で一部のみの開催となり

ました。 

［事業報告書 P26] 

●災害ボランティア養成講座 ●送迎ボランティア養成講座 ●出前講座 

2．登録ボランティア 

３．講座等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 回数等 内  容 回数等 

正副会長・部会長会の開催 ６回 会計監査の実施 １回 

理事会の開催 ２回 代議員会の開催 １回（書面） 

地域福祉推進部会の開催 ２回 主任児童委員部会の開催 ２回 

地域福祉推進部会・ 

主任児童委員部会合同部会 
延期 市民児協全体研修会 延期 

その他研修会、会議等の参加   ４回、延べ１12名参加 

区   分 Ｒ２年度 R１年度 増  減 

老人福祉センター 10,229名   22,697名   △12,468名   

開館日数 190日   266日   △76日   

１日当たりの利用人数 53.8名   85.3名   △24.1名   

民生委員・児童委員との連携強化 

■ 地域福祉連携体制の強化 

〇市原市民生委員児童委員協議会事務局 

指定管理施設の運営 

●防犯講座 ●アートフラワー教室 ●健康増進コーナー 

４施設とも新型感染症対策による閉館の影響を受け貸室利用の減少による利用者の減

少が見られましたが、関係団体の協力を得て事業を進めたことで、地域との連携の強

化に繋がりました。また、姉崎保健福祉センターは次期の指定を獲得することができ

ました。 

■ 老人福祉センター 

〇利用者数 

［事業報告書 P31] 

［事業報告書 P33] 

新型感染症の影響により、各種会議や研修会が中止となる中、適宜、正副会長・部会

長会議等を開催し、民生委員・児童委員が安全に活動できるよう方向性について確認

するなど、情報を共有しながら継続した支援に努めました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 Ｒ２年度 R１年度 増 減 

地域福祉センター ３８，９５０名   ６２，９１９名   △２３，９６９名   

老人福祉センター １０，４３２名   ２１，９６１名   △１１，５２９名   

児童館 ３，６５８名   １２，２３７名   △８，５７９名   

合  計 ５３，０４０名   ９７，１１７名   △４４，０７７名   

開館日数 ２２３日   ３１０日   △87日   

１日当たりの利用人数 237.8名   ３１3.3名   △７５.5名   

区 分 Ｒ２年度 R１年度 増減 

地域福祉センター ７，０５５名    １６，２２６名    △９，１７１名    

老人福祉センター ９，７４３名    １７，８３６名    △８，０９３名    

児童館 2,331名    １０，０６０名    △７，７２９名    

障がい者福祉センター ６，０８６名    １６，０４４名    △９，９５８名    

合  計 25,215名    ６０，１６６名    △３４，９５１名    

開館日数 ２２３日    ３０８日    △８５日    

１日当たりの利用人数 １１３．１名    １９５．３名    △８２．２名    

■ 姉崎保健福祉センター 
〇利用者数 

●地域福祉センター 

「アネッサ発 クリーン大作戦」 
●老人福祉センター「ヨガ教室」 ●児童館「合同クリスマス会」 

■ 三和保健福祉センター 

〇利用人数 

●地域福祉センター「歌声喫茶」 ●老人福祉センター「ヨガ教室」 ●児童館「知っててよかったママの救急法」 

［事業報告書 P34] 

［事業報告書 P３９] 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 Ｒ２年度 R１年度 増減 

地域福祉センター ９，５５９名   １６，６８０名   △７，１２１名   

健康増進室 １２，００８名   ３０，３９０名   △１８，３８２名   

老人福祉センター 3,472名   ４，392名   △920名   

児童館 1,437名   7,102名   △5,665名   

障がい者福祉センター ６，１２１名   ５，４００名   ７２１名   

合  計 32,597名   63,964名   △３１，３67名   

開館日数 ２２２日   ３０４日   ８２日   

１日当たりの利用人数 146.8名   210.4名   △63.6名   

 Ｒ2年度 Ｒ１年度 増減 

延活動日数 1,819日 3,492日 △1,673日 

延活動者数 8,495名 21,199名 △12,704名 

延活動時間数 5,517時間 13,689時間 △8,172時間 

延参加者数 6,671名 24,409名 △17,738名 

■ 南部保健福祉センター 
〇利用人数 

●健康増進室「アクアウォーク」 ●児童館「親子体操教室」 

［事業報告書 P４４] 

活動状況 

■ 市内における令和２年度の活動状況 

令和２年度は新型感染症拡大防止等により、地域における活動が大きな減少となりまし

た。そのような中でも上記のとおり皆様に継続して活動に取り組んでいただきました。

コロナ禍において活動が制限される中、許される範囲で市民の日常生活を支えるために

尽力いただきました。 

●老人福祉センター「健康体操教室」 


